
3ーアガチス・アロウカリアの病害 

I）アガチスさび冨 

診断の要点 苗木から成木まて、巣および幼茎枝に発生するか、被害 

は苗木と若木に大きい。初め菜の表裏面にやや膨らんだ黄功を生じ、徑 

10 - 20mm ほどの円丘状隆起となリ、その上に微小な褐点（病原菌の精 

子器）を群生する。やがて菓の表面側に白色の短円筒状物（病原菌の銹 

子堆）をあばた状に群生し、そこから黄粉（病原菌のさひ胞Hi'塊）を吹 

き出す。幼芋枝では黄斑を生じた側がこぶ状に膨らんで湾曲し、その表 

面に葉と同様の菌体か形成される。しばしは湾曲部から折れて枯れる。 

菓や幼茎枝上の円丘状ないしこぶ状の隆起の表面に、あはた状の菌休 

を形成し、これから黄粉を吹き出すことが、本病の最大の特徴てあり、 

診断は比較的容易である（図版4-3) 

病原菌、発生樹種および分布 ①Coewm sp.鋳子堆は表皮を破って 

形成され、径50-150pm ,護膜はない。銹胞子は類球形～惰円形、無 

色ないし談黄白色、25-42 X 19-34pm ,膜の厚さは3~ 6 p ni,表面 

に大形の刺か密生する。 

アカチス（Ago this)属樹木には他に2種類のさひ病菌か記録さ1にい 

る。すなわち②ニューカレドニアとマレーシアから報告されたAecl請I'7" 

bolansae Cornu ex Patouiflard と③ブルネイ・フィジー・イントネン 

ア・マレーシアから報告された4eczdiwn f)Jg痴flue Cesatiである。 

Aee?dium 属と（】eeoifla属 とは銹子堆に護膜が有るか、無いかで区別され 

ている。上記①のさび病菌は銹胞子の形態が③のA ecithuin fmg加uiuieに 

非常によく似ているが、護膜が無い点で取リあえずCaewne属の一種と 

したもので、インドネシア（シャワ島）とニューカレドニアで被害が観 

察されている。①の菌と③の菌の異同については現在検討中のところで 

ある。 

- 56 

3.ア ガ チ ス ◎ア ロウカ リアの病 害

びょう

1) アガチスさび病

診断の要点 苗木から成木まて、葉および幼茎枝に発生するか、被害

は苗木と若木に大きい。初め葉の表裏而にやや膨らんだ黄斑を生じ、狸

10~20mnl ほどの円丘状隆起 となり、その上に微ノ」・な得点 (病原菌の精

子器) を群生する。やがて葉の表面側に白色の短円筒状物 (病原菌の船

子堆) をあばた状に群生し、そこから黄粉 (病原菌のさひ胞子塊) を吹

き出す。幼茎枝では黄斑を生じた側がこi{状に膨らんで湾曲し、その表

面に葉と同様の苗体か形成される。しばしば湾曲部から折れて枯れる。

集や幼茎枝上の円丘状ないしこぶ状の隆起の表面に、あばた状の菌体

を形成し、これから黄粉を吹き出すことが、本病の最大の特徴てあり、

診断は比較的容易である (図版 4‐3)。

病原菌、発生樹種および分布 ① C鑑o“脇 sp.銚子堆は表皮を破って

形成され、禅 50~150"m 、護膜はない。鋳胞子は煩球形 ~ 楕円形、無

色 ない し炭黄 白色、 25~42 × 19~34 〆 m 、膜の厚 さは 3~6"m 、表面

に大形の刺か密生する。

アカチス (Agメカな)属樹木には他に 2種類のさひ病菌か記録されてい

る。すなわち②ニュー‐カレドニアとマレーシアから報告された虚 飾 /〃〃〃

る〃忽那"e Cornu ex Patouillard と③ ブルネ イ ・フ ィジー ・イン ドネ ン

ア ・マ レー シア か ら報 告 され た Aeqdz′〃〃“〃g宛〃ize Cesati で あ る。

Aecz森"-=属と C解α-zα属 とは銚子堰に護膜が有るか、無いかで区別され

ている。上記①のさび病菌は鏡胞子の形態が③の Aeαd〃〃““〃gめ 77j!8に

非常によく似ているが、護膜が無い点で取 りあえず Cqeo〃'e届の一種 と

したもので、イン ドネシア (シャワ島) とニューカレドニアで被害が観

察されている。①の菌と③の菌の異同については現在検討中のところで

あ る。
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宿主 ①Caeoine sp Agailnsphthppinenszs A sp 

② Aace請iii,i ba/ansaa A noon??.A 0 vaki 

③ Aecidthin fi'ag加nna A a/ba (=A dll川川am) ,A bon,eensm, 

A (ab加ardieri, A1w a 励加 1/a,A 加加aistonn,A cit/ansi-s 

防除対策 これらのさび病菌の生活史はいずれもまだ明かではない。 

銹胞子が直接アガチスからアカチスへ感染するのか、何らかの中間宿主 

を経山してアガチスに戻ってくるのか、防除を考える1 て最も重要な点 

が欠けているのが痛いところである。苗畑て養成中の苗木にさび病の発 

生を見たら、 トリアジメホン剤（500-1 , 000倍）またはメプロニル剤 

(500-1, 000倍）を散布し、まん延防止を図る。造林地では樹齢か増加 

するに従って被害は軽微になるので、特に藻剤散布を考慮する必要は無 

いであろう。しかし、成木菓のさひ病耀病葉か、苗木への伝染病となる 

ので、苗畑は林地とは離れたところに設けることか望ましい。 

2）アガチス策籍摘（仮称） 

診断の要点 苗木の菜に発生し、斑点症状から葉枯れを起こす。初め 

葉に議褐色の不撃形斑点を生し、これは拡大して10-20mm 大となり、 

巾央部は灰褐色から灰白色になり、周縁は推褐色ないし赤褐色の帯に囲 

まれる。病斑表而には小黒点（病原菌の了座）を生じ、やがてその上は 

濃緑黒色のすすかび状物（病原菌の分生子塊）に覆われる。苗畑て播き 

付け苗に多発し、植栽木ては観察されていない。一菓に幾つかの斑点を 

生ずると、互いに融合して大きくなリ、菜枯れを起こす。このため病苗 

は牛育不良に陥リ、しばしば枯損を生する（図版小4）。 

病原菌 Ca revゆore sp 子座は主として葉の表而に生じ、濃褐色～オ 

リーブ褐色、厚壁で不整形の細胞よりなり、徑62-88 jim。分生子柄は 

子座上面より群生して立ちLがり、オリーブ褐色、ゾクザク状、全出芽 

シンポジオ型に分生了を形成し、0-2隔壁、30-68x4 5-5prn。分生 
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宿 主 ① Cqeoilie sp Ag‐鰭/〃sP/マメ少P77′e′′も′S A sp

② Ae α〆mm わ〆伽繊 e A j7oの修7.A om 海

③ Agcm 〃〃〃 弄れg吻 “'zg ,A Q/加 (= A 加“〃〃"'〃),A bo′7′eej′szも

A 腐る前の宙のブ,A か の励 め #α,A 卿 /“燭 瀞伽 '?,A U′f′の硲郎

防除対策 これらのさび病菌の生活史はいずれもまだ明かではない。

鋳胞子が直接アガチスからアカチスヘ感染するのか、何らかの中間宿主

を経由してアガチスに戻ってくるのか、E防除を考える 1;て最も重要な点

が欠けているのが痛いところである。苗畑て養成中の苗小にさび病の発

生を見たら、 トリアジメホン剤 (500~1,000 倍 ) またはメプロニル剤

(500~1,000 倍) を散布し、まん延防止を図る。造林地では樹齢か増加

するに従って被害は軽微になるので、特に薬剤散布を考慮する必要は無

いであろう。しかし、成水業のさひ病を淫病葉か、苗木への伝染病となる

ので、苗畑は林地とは離れたところに設けることか望ましい。

はがれびょう

2)アガチス葉枯病 (仮称)

診断の要点 苗木の葉に発生し、斑点症状から葉枯れを起こす。初め

葉に淡褐色の不整形斑点を生 し、これは拡大 して 10~20mnl 大 となり、

中央部は灰褐色から灰白色になり、周緑は糧褐色ないし赤褐色の帯に囲

まれる。病斑表而には小黒点 (病原菌の了座) を生じ、やがてその上は

濃緑黒色のすすかび状物 (病原菌の分生子塊) に覆われる。苗畑て掻き

付け苗に多発し、植栽木ては観察されていない。一葉に幾つかの斑点を

生ずると、貞一いに融合 して大きくなり、葉枯れを起こす。このため病 苗

は牛育不良に陥り、しばしば禄損を生する (図版 44)。

病原菌 α ?切りom sp f 座は主 として葉の表面に生じ、渡褐色 ~ オ

リーブ褐色、厚壁で不整形の細胞よりなり、径 62~88 〆m 。分生子柄は

子i車上面より群生 して立ち ヒがり、オ リーブ褐色、ゾクザク状、全出芽 ・

シンポジオ型に分生了を形成 し、0~2 隔堕、30~68 × 4 5~5"m 。分生
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子は倒WI申状、議オリープ掲色、3-7隔L 30-58 x 455 5pm、表血 

に朝い北をつける。 

木病はイントネンアのゾャワ島てAgut/us "Its ,rnensss上に観察され 

たものてあるか、アカチス属樹木上には（加‘ospora属蘭の記録はなく、 

新Lいm気と考えられる．苗木には被害が撒しいので、アカチス属樹木 

の苗木を養成する時には注意を要する病気てある．病鳳慮め影襲はスギ 

科、ヒノキ科にまたがって比校的宿主範囲の広い赤枯痛曲(Cercoゆon' 

sequovae Ellis d Everhat C）に似るが、分牛子が小さく、今後できれば 

分離培養株の交互接種によって奇生性と難の同定を検討する必要があろ 

う。 

木病蘭分生子は目】の飛沫とともに、あるいは霧雨の風に乗って分散 

するとおもわれるが、発生生懲の詳柵は全く謁っていない。 

防除対策 播き刊け当年生苗に発生すると級害が大きいので、薬剤助 

除を考える必要かある．病原出かスギ赤枯痢曲に近いので、同様の薬剤 

防除法を適用すれば良い．すなわち4・‘式ホルドー合剤（硫脱銅：生石 

灰 水＝4g Ig I/）あるいはマンネプ剤(400- 600倍）の月2回散 

布が有効と思われる．なおマンネフ剤に固着剤(PVAを0.1％またはバ 

ラフイン系岡着剤1%)を議加すると月1回の散布で防除可能てあろう． 

3）アロウカリァ箱巻響罵摘 

診断の要点 苗木から成木の引葉に発生する．緑色健全引集に此じっ 

て褐色～赤褐色の引集が点々と生する。掲変針菓上には小さい黒点（病 

原菌の柄子救）を敵生する．病勢か進むと掲変針葉か集団的に生ヒ、枝 

先か枯れることもあるか、ー般的に被害は軽徹て、このために落葉が起 

きることはない． 

病原園、発生組と分布 Phy/!osl:cta brosihens,s Limier 

子 は値堀尾棒状 、渡オ リー ブ褐 色、 3~7 隔壁、 30~58 × 4 55 5〆m 、表 面

に粗い枕をつける。

木痛はイン トネンアのゾャワ島て Ag破顔sP/〃/′Ppzi′のるる上に観察され

たものてあるか、アカチス属樹木上には Ce′のs加 川属菌の記録はな く、

新しい病気と考えられる。苗木には被害が激しいので、アカチス属樹木

の苗本を養成する=おこは注意を要する病気てある。病原菌の形態はスギ

チキ、ヒノキ利にまたがって比較的宿主範囲の広い赤姑病菌 (金覚り功の復

彫塑rome EII1s et Everhalt) に似るが、分牛子が小さく、今後できれば

分離培養株の交互接種によって寄生性と種の同定を検討する必要があろ

つ。

本病菌分生子は雨の引を{▲とともに、あるいは霧雨の風に乗って分散

するとおもわれるが、発生生態の詳細1は全 く判っていない。

防除対策 橋き付け当年生苗に発生すると被害が大きいので、薬剤防

除を考える必要かある。病原菌かスギ赤村i病菌に近いので、同様の薬剤

防除法を適用すれば良い。すなわち4イー式ボルド一合剤 (硫酸銅 :生石

灰 水 =4g 4g ]/) あるいはマンネブ剤 (400~600 倍 ) の月 2回散

布が有効 と思われる。なおマンネブ剤に固着剤 VA を 0.1% またはパ

フフィン系固着剤 1%) を添加すると月 1回の散布で防除可能てあろう。

かっしよくはがれびょう

3)アロウカリア褐色葉枯病

診断の要点 苗木から成水の金1葉に発生する。緑色健全金一葉に混じっ

て褐色~赤褐色の金-菜が点々と生する。褐変針楽上には小さい黒点 (病

原菌の柄子殻) を散生する。病勢が進むと褐変針葉が集団的に生じ、枝

先か枯れることもあるか、一般的に被害は軽微て、このために落葉が起

きることはない。

病原菌、発生樹種 と分布 Pj〆′o繁雄 "友盗ま′′β;なる L1nder
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フ 

芳 遮-JI' 

警磐ミ 図－5 

アロウカリア掲色葉枯病菌 

（柄子殻と分生子）(H =I00ftm ) 

柄子殻は始め葉組織内に埋生、のち頂部（孔口部）が表皮を破って露 

出する。黒色、類球形、徑125- 140 p in、 高さ110- 125 p in。 分生子 

柄は殻壁内層に沿って並列し、タマネギ形で内生出芽,フィアロ型に分 

生子を頂牛する。分生子は卵形ないし広楕円形、単胞、無色、9-

12 5 >< 5 - 7 p in。分生子頂部に1本の、無色で済失しやすい、長さ 

25-fl 5pm の付属糸を有する（図5)。 

本病菌はブラジルとフィリピンからパラナマツ（Aiai'cana bmsi加Jla) 

とノーフォークパイン（A heterop如lla) Eに報告されている。 

アロウかJ ア属樹木には本病菌の他にP/iyl/ostic 加 属菌とP/ia ma属菌 

がそれぞれ2種すつか知られている。ロシアでチリーマツ（Ammmm 

mb rica ta) 上に記載されたPlijilos tic加 alailcanee Woronichin とメリ 

タ島てフンヤパイン（A bldmIhl） とA sun//ia 」に記載されたP 

aninca micro a Trotterは、それぞれ分生子が3X2およひ45 X 2p in

と小さく、イタリアからパラナマツ上に記載されたP7Ioma "mI'‘」’m7ae 

Ti aversoも分生子が4-6 X l .5-2.5p m と小さい。またヘルギーでチ 

リーマツ上に記載されたPhoma dat7cc/ens Saccardoは分生子が10- 12 

Xl 5pm と円筒形なのて、互いに区別される。 

防除対策 枝先枯れも落葉被害もほとんど起こらす、被害は軽微なの 

で特に木病のために防除対策を講する必要はない。 
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柄子殻は始め葉組織内に埋生、のち頂部 (孔口部) が表皮を破って露

出する。黒色、額球形、樫 125~140 “m 、高 さ 110~125 〆m 。分生子

柄は殻壁 - 層に沿って並列し、タマネギ形で内生出芽 ・フィアロ型に分

生 子 を頂 牛 す る。分 生 子 は卵形ないし広楕円形、単胞、無色、 9~

125 × 5~7 “m 。分 生 子 頂部 に 1本の、無 色で藩失 しやすい、長さ

2,5~6 5"1n の付属糸を有する (図‐5)。

本病菌はブラジルとフィリピンからバラナマツ (Am 鑑の7"らmy/mm)

とノ一 フォー クパ イン (A/zefのり切り'/′") 上 に報告 され てい る。

アロウカ リア属樹木には本病菌の他に躍り'肋材に海届菌 と P卿“?"届菌

がそれぞれ 2種すつか飼ーられている。 ロシアでチ リーマツ (ん〃〃cd′?〃

〃〃を7c郷") 上 に記載 され た P/り′肋 材とc1α のαzにの ?αeWoronlchln とメ リ

タ島てフ ンヤパ イン (A 臨海〆/“) と A s“"〃〃“ -に記載 され た P

mm ぼmme 山 南 Trotter は、 それ ぞれ分 生子が 3 × 2 お よひ 4 5 × 2"m

と小 さく、イタ リアか らバ ラナマツ上に記載 された P/zo“m"′""鯛ノ?鰹

T1averso も労 生 子が 4~6 × 1.5~2.5 〆 m と小 さい。 またヘ ル ギー でチ

リ一マ ツ」二に記載 され た P/20“m 花沢ec超 2s saccardo は分生子 が 10~12

× 15 〆m と円筒形なのて、互いに区別される。

防除対策 枝光枯れも落葉被害もほとんど起こらす、被害は軽微なの

で特に本病のために防除対策を諾する必要はない。
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4）苗立枯病 

樹種共通の病害 1)苗立IIIl病の項(p ）を参照。 

5）南根腐病 

樹種共通の病害5)南根腐病の項(p. 23）を参照。アロウカリア類 

(Araucai'ia tuilnh;管加mii A hans lanai A montana）にはインドネンア 

マレ」シア・パプアニューギニア・セイシェルから本病の発生報告があ 

る。 

6）赤衣病 

樹種共通の病害6)赤衣病の項(p 27）を参照。アガチス類(Ago功△ 

aI加A，加n7ee,おlSAtoM/uidle功 にはインドネシアから本病の発生報 

告がある。 

7）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害7）ボトリオティプロディア胴枯病の項(p 31）を参 

照。アガチス類（Ago/Ins a/baA.rohusta）にはインドとブル不イから、 

アロウがJア類(Araucana araucana A, biasihana A canningliamu. A 

Iiai溶teinti A he/emp加'ノα）にはオーストラリア・フィジー・マレーシア・ 

パプアニューギニア・アメリカから木病の発生報告がある。 
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4)苗立枯病

樹種共通の病害 1) 出立科i病の項 (p ) を参照。

5)南根腐病

ヰ前種共通の病害 5) 南根腐病の項 (p,23) を参照。アロウカリア類

(んてmm,7""mm 増 加〃縦 A たのめ′e′′′〃,A '′mzf"'?") に は イン ドネ ンア ・

マレーシア ・パプアニューギニア ・セイシェルから本病の発生報告があ

る。

6)赤衣病

樹種共通の病害 6)赤衣病の項 (p 27) を参照。アガチス類 (A雑物s

ご・Zbo ハ.秋川 788倦怠 ハ.毎廃物 rぬβ粉 にはイン ドネシアか ら本病の発生報

昔がある。

7) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 7) ポトリオティプロディア!1回そ占病の項 (p 31) を参

照。アガチス類 (八g可々 ぬ"妙〃乱 用わ!岱加) にはイン ドとブルネイから、

ア ロ ウ カ リ ア 類 (A′詔 rcm7 αα'"〃加 川 月,る川瀞加 川 月,c〃〃〃7i蝦卿 ''277.A

/?鋼材βぞ粥 A /ze沼地P毎 "") には ォ一 ス トラ リア ・フ ィ ジー ・マ レー シア ・

パプアニューギニア ・アメリカから本病の発生報告がある。
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